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研究成果の概要（和文）：本研究の目標は、英語学習者の動機づけを高める教授法を見つけることでした。一つ目は、
海外研修に参加することで参加者の英語に対する不安が下がると分かりました。しかし、帰国するときに、普段の授業
でも海外で学んだことを継続しなければ、モチベーションのレベルが下がることも分かりました。二つ目は、語学学習
におけるコンピューターを利用すると学習者の動機づけが高まるかを研究することでした。教育を目的にして、スマー
トフォンを英語の授業で使うことや反転学習を行うとで学習者の動機づけが高まることが分かりました。これから、さ
らにコンピューター支援語学学習に関する研究が必要であると思われます。

研究成果の概要（英文）：In the present research project, I focused on various methods of increasing 
students' motivation to learn English. First, it was discovered that studying abroad is effective to a 
certain degree, in that even after a ten-day program, students' anxiety levels decreased. However, it was 
also noticed that upon return to Japan, it is essential that teachers continue the feelings achieved 
while abroad. If this is not done, the level of students' motivation may go back to where they were 
before. The second goal was to look the effects of using computer technology to increase students' drive 
to learn. It was discovered that the use of smartphones for educational purposes and the flipped learning 
approach were indeed effective in increasing the motivation to learn among students. Further research is 
required, especially in regards to the use of technology in the classroom and what of teaching styles are 
effective for what kind of students.

研究分野： L2 Learning Motivation

キーワード： L2 Learning Motivation　CALL

  ３版



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	

 

１．研究開始当初の背景 
 
	 本研究は，英語圏ではない日本における英
語教育における動機づけやメタ認知につい
ての実践研究である。	
	 日本人の英語学習者はよく英語を利用す
ることに対する動機づけが低いと言われて
いる（e.g.,	Anderson,	1986;	Donahue,	1998;	
Harumi,	2011;	Wilson	&	Leis,	2015）。学習
者の動機づけが高まると共に英語能力も向
上するとの研究結果があり(e.g.,	Yashima,	
2013)、英語力が他のアジア国より低いと言
われる日本人の英語学習者の英語学習に対
する動機づけが高まると英語力が高まると
思われる。したがって、日本人の英語学習者
の動機づけを高める指導方法を探る必要が
ある。	
	
２．研究の目的 
 
	 本研究の目標は、英語学習者の動機づけを
高める教授法を探ることである。 
	 動機づけを高める指導法について、学会発
表、学会ジャーナル、教員研修会などを通し
て多くの英語教員や学者に結果を伝え、日本
人の英語学習者の動機づけを高めることで
ある。 
 
３．研究の方法 
	
	 本研究は 3年に渡り主に３つの方法を利用
した。 
	 まずは、１つ目は海外修学旅行に参加する
ことで参加者の英語学習動機づけやメタ認
知に変化が見られるかを調べることである。
被験者は中学生、高校生と大学生で、Dörnyei	
(e.g.,	2009)の L2	Motivational	Self	System
や Yashima	(e.g.,	2002)の Willingness	to	
Communicate の研究に基づいて研究を行った。
被験者が２週間の海外修学旅行（海外研修）
に参加する１週間程度前、帰国１週間程度後、
そして２ヶ月程度後にアンケート調査を行
い、参加する前と帰国後の英語学習に対する
動機づけを比較した。	
	 ２つ目は授業中にコンピューター支援語
学学習を利用することで学生の英語学習動
機づけやメタ認知に変化が見られるかを調
べることである。被験者は大学生である。授
業中にソーシャル・ネットワーキング・サー
ビス（SNS）やスマートフォン、タブレット
を利用することでアンケートやインタービ
ューを通し学生の英語学習動機づけやメタ
認知に変化が見られるかを調べた。 
	 ３つ目はコンピューター支援語学学習を
さらに探り、反転学習（Flipped	learning）
中心に研究を進めた。英作文の授業を反転学
習（授業の前に学生がビデオを通して教科書
の説明を聞き、授業時間内に英作文を編集す
る）と普段の授業（授業時間内に学生が教科
書の説明を聞き、授業後に英作文を編集す

る）の二つの指導法を利用し、参加者の英作
文能力を比較した。参加者の英作文能力は英
語のネイティブスピーカーによりルーブリ
ックを利用し計った。	
	
	 ３年間の研究の流れは図１にまとめてあ
る。	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

図１．本研究の３年間の進行	
	
４．研究成果	
	
	 １つ目の研究は海外修学旅行に参加する
ことで参加者の英語学習動機づけやメタ認
知に変化が見られるかを調べることである。
今までの研究結果（e.g.,	 Freed,	 1990;	
Sasaki,	2011）によると、海外研修や留学に
参加することで英語学習に対する動機づけ
に有意な変化が見られるためには少なくと
も３ヶ月が必要である。本研究にも同じよう
な結果が出たが、短期留学（i.e.,	２週間程
度）でも英語を使うことに対する不安性が有
意的に落ちることも明らかになった。 
	 さらに、帰国後の指導法も修学旅行に参加
者へ大きな影響を与えることも明らかにな
った。帰国後に教員がコミュニケーション中
心に指導する、そして修学旅行中に参加者が
経験したことを取り入れると帰国２ヶ月後
に修学旅行前の動機づけと比べて向上する。
このように指導しなければ、動機づけが修学
旅行前と比べて低くなるとの結果が出た。 
	 すなわち、海外修学旅行に参加すると英語
学習に対する動機づけが有意的に向上しな
いが、不安性が落ちる。ただし、帰国後の指
導法により、その参加者の動機づけがさらに
向上するか低下するか大きな影響を与える。
したがって、英語教員はこの参加者が修学旅
行中に経験したことを普段の授業やテスト
などで触れるべきである。 
	 ２つ目の研究はコンピューター支援語学
学習の利用による学生の英語学習動機づけ
やメタ認知に変化が見られるかを調べるこ
とである。 
	 この研究では、まずは SNS の Twitter を



 

 

異文化理解の授業で利用すると参加者の動
機づけに変化が見られるかを調べた。結果に
よると、本来、動機づけの高い参加者には効
果的で、授業時間以外でも授業で行っていた
ディスカッションを継続することができる
のは好意的である。ただし、本来、動機づけ
の低い学生には効果的ではなかったと明ら
かになった。動機づけの低い学生、または自
分の英語力に自信のない学生は自分の英語
の文法ミスや語彙ミスがインターネット上
に残ることに対して心配があり、抵抗があっ
た。したがって、今後、Twitterや Lineのよ
うな SNS を授業で使用する時に英語に自信
のない学生が不安を感じないようにコミュ
ニケーション中心のルーブリックを使う必
要はあると思われる。 
	 ３つ目の研究はコンピューター支援語学
学習をさらに探り、反転学習（Flipped	
learning）中心に研究である。まずは英作文
の授業を通し、反転授業と普段の授業を比較
した。反転授業の場合、教科書や普段の授業
で説明することをビデオで見ることができ
るため、字幕で内容を確認することもでき、
理解できなかったところを何度も繰り返し
て再生することが可能なのでより分かりや
すくなることが明らかになった。そのため、
反転授業に参加した学生の学習する量
（Figure 2参考）、英作文の長さ（Figure 3 参
考）と英作文の能力（Figure 4参考）は普段
の授業に参加した学生に上まった。 
 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
Figure	2.	学習時間の比較	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
Figure	3.	語数の比較	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
Figure	4.	能力の比較	
	
	 本研究の３年間の結果と英語教育への示
唆をまとめると、	
（1）海外研修に参加することは参加者の英
語でコミュニケーションをとることに対す
る不安性を下がることができるが、帰国後の
教員の対応は重要である、	
（2）SNS を授業で使うことは学習者の動機づ
けを高めるために効果的であるが、自信が低
い学習者は自分がつぶやく英語は間違えて
いるのではないかと不安を感じる。したがっ
て教員が評価をつけるときは文法的な性格
さではなく、つぶやく回数中心にすべき、	
（3）反転授業は普段の授業より効果的であ
るがビデオに字幕をつけることが重要であ
る。	
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